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第３回 連続公開講座 

―  こ こ ろ を 探 り 、 人 を 支 え る  ―

タイダルモデル（満ち干き理論）とは 
スコットランドのダンディ大学名誉教授のフィル・バーカー氏（精神看護学・

臨床心理学）が 90 年代に創始した精神看護理論であり対人関係理論です。

患者を主人公にして、本人が物語りを取り戻し、人生を回復する（リカバリー）

ための理論であり、心理学的にも興味深いものです。タイダルモデルの源泉

の一つとして森田療法があり日本人にも馴染みやすい理論です。 

適用は英国、カナダ、オーストラリア、ニュージーランドの英語圏に留まらず、

日本では NTT 東日本関東病院の実践があります。文化を超えて世界で 100

以上のプログラムが行われ、浦河べてるの家の実践とも哲学的共通性があり

ます。しかし、その卓越性にもかかわらず、まだ日本では充分紹介され広く理

解されているとは言えません。 

明治学院大学心理学部では、公開講座および本学大学院大学院生向け 

授業内講演として、このたび講演会を開催いたします。 

創始者ご夫妻の来日を期に、直接タイダルモデルを学べるという、

またとない機会ですので、是非ご来場ください。 

Philip Barker & Poppy Barker 

『タイダルモデルとは何か』  

 

 

○NTT 関東病院  大木先生 ／うつ病患者とともに向き合うタイダルモデル 

○聖路加看護大学 萱間真美先生 ／精神看護学とタイダルモデル 

○和光大学 伊藤武彦先生／浦河べてるの家とタイダルモデルの哲学的共通性 

○質疑応答と討論 

参加費 

無 料 
通訳有 

2008 年 10 月 31 日〔金〕18：00～20：30 

明治学院大学 本館１０階大会議室 港区白金台 1-2-37 

【お問合せ先】 

●申込方法：事前申込不要。当日直接会場へご来場ください。 

明治学院大学心理学部共同研究室 

FAX 03-5421-5523    E-mail  psycho@psy.meijigakuin.ac.jp 

電話 03-5421-5522 

【交通のご案内】 

○品川駅／高輪口より 都営バス「目黒駅前」行きに乗り 

「明治学院前」下車 (乗車約 6 分) ※徒歩約 17 分 

○目黒駅／東口より都営バス「大井競馬場前」行きに乗り 

「明治学院前」下車 (乗車約 6 分) ※徒歩約 20 分 

○白金台駅／[南北線  都営三田線] 2 番出口より徒歩約 7 分 

○白金高輪駅／[南北線  都営三田線]  1 番出口より徒歩約 7 分

○高輪台駅／[都営浅草線]  A2 番出口より徒歩約 7 分 

 

お車でのご来場は、ご遠慮ください。 


